
2

おいでよ、明神の森

Oji Town
Public Relations

王寺町広報

人とまちがきらめく和のふるさとづくり

ー
明
神
山
山
頂
か
ら
初
日
の
出
を
の
ぞ
む
ー

王伸
February  2016 No.658

写真提供：王寺町カメラクラブ



22016.2 王伸

▲片岡神社での「お神酒」のふるまい ▲ろうそくの幽玄な光で輝く達磨寺

▲表彰状と盾が授与され荒井知事と平井町長が記念撮影

　

昨
年
の
大
晦
日
か
ら
元
旦
に
か

け
て
、
達
磨
寺
と
町
内
社
寺
に
て

迎
春
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

達
磨
寺
で
は
２３
時
頃
か
ら
お
守

り
や
雪
丸
グ
ッ
ズ
の
販
売
、「
ぜ
ん
ざ

い
」と「
豚
汁
」の
ふ
る
ま
い
が
あ
り
、

ミ
ニ
燈
火
会
の
灯
り
で
境
内
が
や
わ

ら
か
い
光
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

約
１
０
０
０
名
も
の
方
々
が
達

磨
寺
を
訪
れ
、多
く
の
人
々
で
、に

ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

恒
例
の
除
夜
の
鐘
つ
き
も
行
わ

れ
、雪
丸
も
力
強
く
鐘
を
つ
き
、町

民
皆
さ
ん
の
健
康
と
ご
多
幸
を
祈

念
し
ま
し
た
。

　

１
月
１
日
は
雪
丸
の
誕
生
日
。３

０
０
名
限
定
で
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ

た「
雪
丸
シ
ー
ル
」も
好
評
で
し
た
。

　

ま
た
、
岩
松
寺
で
は「
し
ょ
う
が

湯
」と
鐘
つ
き
、
片
岡
神
社
で
は
巫

女
に
よ
る
「
お
神
酒
」
の
ふ
る
ま
い

や
お
守
り
・
雪
丸
グ
ッ
ズ
の
販
売

な
ど
が
行
わ
れ
、そ
れ
ぞ
れ
の
社
寺

で
も
に
ぎ
や
か
に
新
年
を
迎
え
ら

れ
ま
し
た
。

　

聖
徳
太
子
の
愛
犬
・
雪
丸
と

い
う
王
寺
町
特
有
の
歴
史
資
源

に
着
目
し
、
ゆ
る
キ
ャ
ラ
と
し

て
王
寺
町
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
う

こ
と
が
、
子
ど
も
達
を
は
じ
め

町
民
の
皆
様
が
王
寺
町
の
歴
史

や
文
化
に
つ
い
て
知
り
、
愛
着

を
深
め
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た

こ
と
に
対
す
る
評
価
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ま
た
、
童
話
「
聖

徳
太
子
と
愛
犬
雪
丸
の
も
の
が

た
り
」
や
マ
ン
ガ
「
ゆ
き
ま
り

探
検
隊
」
の
発
行
や
、
31
団
体
、

約
4
0
0
名
の
住
民
の
方
が
出

演
す
る
雪
丸
ダ
ン
ス
の
ｙ
ｏ
ｕ 

ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
へ
の
投
稿
が
郷
土
へ

の
愛
着
を
深
め
た
こ
と
や
町
の

一
体
感
を
醸
成
し
た
と
評
価
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

雪
丸
の
石
像
が
あ
る
達
磨
寺

を
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
Ｐ
Ｒ

し
て
き
た
結
果
、
観
光
客
が

年
々
増
加
し
、
平
成
２７
年
度
は

１２
月
末
ま
で
で
４
０
０
０
人
以

上
の
方
が
達
磨
寺
を
来
訪
。
雪

丸
自
身
も
前
回
の
「
ゆ
る
キ
ャ

ラ
®
グ
ラ
ン
プ
リ
2
0
1
4
」

で
全
国
１１
位
と
県
内
ト
ッ
プ
の

人
気
で
、
そ
の
経
済
効
果
が
２

年
間
で
約
８
４
０
０
万
円
と
い

う
結
果
も
採
点
ポ
イ
ン
ト
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
王
寺
駅
を

中
心
と
し
た
広
域
観
光
の
交
通

手
段
と
し
て
、
奈
良
交
通
の
路

線
バ
ス
が
１
日
５
０
０
円
で
乗

り
放
題
と
な
る
「
聖
徳
太
子
ゆ

か
り
の
里
わ
ん
デ
イ
パ
ス
」
も

高
く
評
価
さ
れ
、
知
事
か
ら
、

奈
良
県
観
光
の
西
の
玄
関
口
と

し
て
今
後
も
王
寺
町
と
雪
丸
に

大
い
に
期
待
し
て
い
る
と
熱
い

エ
ー
ル
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

王
寺
町
が
展
開
し
て
い
る
町
マ
ス
コ
ッ
ト
「
雪
丸
」
を
活
用
し
た

ま
ち
づ
く
り
が
、
奈
良
県
が
ん
ば
る
市
町
村
応
援
表
彰
「
地
方
創
生

（
ま
ち
づ
く
り
）部
門
」で
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
、１
月
１5
日（
金
）に
、

か
し
は
ら
万
葉
ホ
ー
ル
で
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
王
寺
町
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
平
井
町
長
が
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
し
、
表
彰
状
と
盾
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
王
寺
町
は
昨

年
も
同
表
彰
「
行
財
政
部
門
」
で
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
て
お
り
、
２

年
連
続
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

最優秀賞２年連続
受賞の快挙！！

新
春
年
越
し
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
！

幽
玄
な
光
に
包
ま
れ
て
…

住
民
の
一
体
感
の
醸
成

雪
丸
を
核
と
し
た
観
光

「雪丸プロジェクト」が
県表彰！
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昨
年
１２
月
２３
日
（
水
・
祝
）、
王
寺
南
中
学
校
運
動
場
で
第

６３
回
王
寺
町
和
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
行
わ
れ
、
そ
の
開
会
式
で
、

奈
良
マ
ラ
ソ
ン
２
０
１
５
で
優
勝
さ
れ
た
王
寺
町
職
員 

平
田

治
選
手
に
「
王
寺
町
ス
ポ
ー
ツ
特
別
功
労
賞
」
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

　

平
田
選
手
は
、
奈
良
マ
ラ
ソ
ン
で
こ
れ
ま
で
６
回
の
開
催

中
４
回
優
勝
し
、
町
民
に
大
き
な
希
望
と
感
動
を
与
え
ら
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
市
町
村
対
抗
子
ど
も
駅
伝
大
会
や
総
合
型

地
域
倶
楽
部
「
王
寺
や
わ
ら
ぎ
ト
ラ
ス
ト
」
な
ど
で
、
子
ど

も
た
ち
の
指
導
・
育
成
に
も
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
度
、
町
が
新
た
に
創
設
し
た
「
王
寺
町
ス
ポ
ー
ツ
特

別
功
労
賞
」
で
、
そ
の
栄
誉
と
功
績
を
た
た
え
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。

　

昨
年
１２
月
８
日
（
火
）
橿
原
観
光
ホ
テ
ル
で
、
平
成
２７
年

度
「
中
学
生
の
税
に
つ
い
て
の
作
文
」
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
、

王
寺
中
学
校
３
年
の
城
山　

泰
誠
さ
ん
が
、
題
名
「
国
民
と

税
の
関
わ
り
」
で
、
王
寺
町
長
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

受
賞
し
た
作
文
に
は
、
税
が
わ
た
し
た
ち
の
暮
ら
し
を
豊

か
に
、
ま
た
安
全
に
す
る
た
め
に
必
要
な
も
の
で
あ
り
、
社
会

共
通
の
費
用
を
賄
う
た
め
の
会
費
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
書

か
れ
、
税
の
必
要
性
が
分
か
り
や
す
く
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま

し
た
。

　

こ
の
「
中
学
生
の
税
に
つ
い
て
の
作
文
」
は
、
国
税
庁
と

全
国
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
の
共
催
に
よ
り
、
次
代
を
担
う

中
学
生
の
皆
さ
ん
に
、
身
近
に
感
じ
た
税
に
関
す
る
こ
と
や

税
の
使
い
み
ち
に
つ
い
て
学
ん
だ
こ
と
を
テ
ー
マ
と
し
て
作

文
を
書
い
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
税
に
関
心
を
持
ち
、
正
し

い
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
毎
年
実
施
さ
れ
て
い

る
も
の
で
す
。

　

昨
年
１１
月
２２
日
（
日
）、
奈
良
県
橿
原
市
文
化
会
館
小
ホ
ー

ル
で
、「
第
６
回
な
ら
ビ
ュ
ー
テ
ィ
フ
ル
シ
ニ
ア
表
彰
式
が
行

わ
れ
、
王
寺
町
在
住　

三
宅　

茂
樹
さ
ん
が
「
活
動
奨
励
賞
」

を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
「
な
ら
ビ
ュ
ー
テ
ィ
フ
ル
シ
ニ
ア
表
彰
」
は
、
心
身
と

も
に
健
康
で
、
若
々
し
く
、
積
極
的
に
社
会
活
動
を
行
い
、
年

齢
を
重
ね
た
「
美
し
さ
」
を
感
じ
さ
せ
、
あ
の
よ
う
な
人
に
な

り
た
い
と
憧
れ
る
よ
う
な
シ
ニ
ア
と
し
て
選
考
委
員
会
で
選

考
さ
れ
た
方
の
舞
台
発
表
を
行
い
、
表
彰
す
る
も
の
で
す
。

　

今
回
、
受
賞
さ
れ
た
三
宅
さ
ん
は
、
自
治
会
役
員
等
の
活

躍
に
加
え
、
平
成
１４
年
か
ら
奈
良
県
民
生
児
童
委
員
を
１２
年

務
め
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
１６
年
に
自
身
の
体
験
を
基

に
「
７
歳
少
年
の
大
阪
空
襲
体
験
記
『
輝
く
蔵
』」
を
出
版
さ

れ
る
な
ど
、幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
で
活
躍
。
平
成
２５
年
か
ら
は「
王

寺
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
会
」
会
員
と
し
て
活
動
さ

れ
、
去
年
４
月
か
ら
は
会
長
を
務
め
て
お
ら
れ
ま
す
。

奈
良
マ
ラ
ソ
ン
2
0
1
5
優
勝 

平
田
選
手
に

「
王
寺
町
ス
ポ
ー
ツ
特
別
功
労
賞
」を
授
与

王
寺
町
在
住　

三
宅
茂
樹
さ
ん
が

「
な
ら
ビ
ュ
ー
テ
ィ
フ
ル
シ
ニ
ア
表
彰
」を
受
賞

「
中
学
生
の
税
に
つ
い
て
の
作
文
」表
彰

　

王
寺
中
学
校
３
年 

城
山
泰
誠
さ
ん
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

町
長
賞
を
受
賞

や
わ
ら
ぎ

み
や　

け

し
げ　

き

し
ろ　

や
ま

た
い　

せ
い

ひ
ら　

 

た

お
さ
む
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～緊張のスタート～

～軽快に王寺のまちを
駆け抜けました～

～うれしい表彰
式～

お問い合わせは、教育委員会生涯学習課　☎0745-72-1031

王寺町の冬の風物詩

　

昨
年
１２
月
２３
日
（
水
・
祝
）、
王
寺
南
中
学

校
を
主
会
場
と
し
て
王
寺
町
和
マ
ラ
ソ
ン
大

会
が
開
催
さ
れ
、
県
内
外
か
ら
過
去
最
高
と

な
る
８
６
７
名
の
方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

王
寺
町
を
縦
断
し
、
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
が
大

き
い
コ
ー
ス
を
ラ
ン
ナ
ー
達
が
軽
快
に
駆
け

抜
け
ま
し
た
。

　

健
康
マ
ラ
ソ
ン
で
は
、
親
子
で
の
参
加
が

多
く
み
ら
れ
家
族
で
マ
ラ
ソ
ン
を
楽
し
ま
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
当
日
は
参
加
者
に
絶
品
の
焼
き
た

て
餅
入
り
ぜ
ん
ざ
い
が
ふ
る
ま
わ
れ
、
み
な

さ
ん
舌
鼓
を
打
た
れ
て
い
ま
し
た
。

【
町
内
上
位
入
賞
者
】

一
般
男
子
一
部
（
４０
歳
未
満
）（
１０
㎞
）

１
位　

平
田　
　

治　

32
分
25
秒

3
位　

瀬
畠　

弘
詞　

34
分
52
秒

10
位　

吉
田　

直
哉　

39
分
15
秒

一
般
女
子
一
部
（
１０
㎞
）

6
位　

吉
田　

優
美　

49
分
33
秒

一
般
男
子
（
5
㎞
）

4
位　

廣
川　

達
也　

20
分
28
秒

5
位　

中
島　
　

壯　

23
分
14
秒

6
位　

花
城　

康
之　

23
分
21
秒

一
般
女
子
（
5
㎞
）

6
位　

中
村　

順
子　

27
分
47
秒

7
位　

村
瀬
賀
代
子　

29
分
10
秒

8
位　

高
田　

勝
子　

30
分
02
秒

9
位　

平
野　

奈
美　

30
分
48
秒

10
位　

上
田
麻
由
美　

32
分
38
秒

中
学
女
子
（
5
㎞
）

2
位　

寺
川　

あ
み　

19
分
26
秒

5
位　

松
本
野
々
花　

19
分
44
秒

小
学
男
子
（
2.5
㎞
）

5
位　

早
坂　
　

剛　

8
分
56
秒

9
位　

海
原　

紬
希　

9
分
16
秒

小
学
女
子
（
2.5
㎞
）

5
位　

草
野　

愛
悠　

9
分
50
秒

6
位　

尾
野　

奈
月　

9
分
52
秒

7
位　

松
本
明
日
風　

9
分
52
秒

8
位　

大
前
奈
々
葉　

10
分
00
秒

9
位　

鹿
島　

七
星　

10
分
06
秒

第６3回王寺町和マラソン大会を開催
やわらぎ

や
わ
ら
ぎ

大会本部には、奈良マラソンで４度
の優勝に輝いた平田選手の獲得した
トロフィーも展示されました。
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１
月
９
日
（
土
）
晴
れ
渡
っ
た
冬
空
の
な
か
、

健
民
運
動
場
で
新
春
恒
例
の
王
寺
町
消
防
出

初
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。功
労
の
あ
っ
た
消
防

団
員
に
対
し
て
表
彰
状
や
感
謝
状
が
贈
ら
れ
、

続
い
て
分
列
行
進
で
は
、各
分
団
の
分
団
旗
を

先
頭
に
威
風
堂
々
と
し
た
行
進
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

最
後
に
今
年
も
安
全
・
安
心
な
町
で
あ
る

こ
と
を
願
っ
て
力
強
い
放
水
演
習
が
行
わ
れ
、

年
初
め
に
あ
た
り
町
を
火
災
等
の
災
害
か
ら

守
る
決
意
を
新
た
に
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
規
模
な
林
野
火
災
が
発
生
し
た
と
い
う
想
定
の
も
と
、奈
良
県
広

域
消
防
組
合
・
王
寺
町
消
防
団
・
柏
原
羽
曳
野
藤
井
寺
消
防
組
合
・
柏

原
市
消
防
団
に
よ
る
合
同
消
火
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

　

訓
練
の
際
、
明
神
山
は
全
面
入
山
禁
止
と
な
り
ま
す
。ご
迷
惑
を
お

か
け
い
た
し
ま
す
が
、ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

住
民
の
み
な
さ
ま
に
防
災
・
減
災
に
つ
い
て
考
え
て
い
た
だ
く
き
っ

か
け
と
な
る
よ
う
王
寺
町
防
災
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
す
。フ
ォ
ー

ラ
ム
で
は
、
テ
レ
ビ
で
お
な
じ
み
の
防
災
・
危
機
管
理
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

山
村
武
彦
氏
に
よ
る
講
演
等
を
実
施
し
ま
す
。み
な
さ
ま
お
誘
い
あ
わ

せ
の
う
え
、ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と
き
・
と
こ
ろ

　

２
月
２８
日（
日
）

　

９
時
〜
１２
時

　

明
神
山

　
（
荒
天
時
中
止
）

と
き
・
と
こ
ろ

　

３
月
１９
日（
土
）１０
時
〜
１２
時　
　

　

や
わ
ら
ぎ
会
館
４
階
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル

テ
ー
マ

　
「
〜
自
助
・
近
助
・
公
助
で
つ
く
る
〜
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
」

講　

師

　

防
災
シ
ス
テ
ム
研
究
所　

所
長　

山
村　

武
彦
氏　
　

　

費
用
無
料
・
申
込
み
不
要

お問い合わせは、総務課安全安心係（内線２４０）

王
寺
町
・
柏
原
市
合
同
山
林
訓
練
を
実
施
し
ま
す

王
寺
町
防
災
フ
ォ
ー
ラ
ム
を

　
　
　
　
　
　
　

開
催
し
ま
す

いざ！出陣

消
防
出
初
式

防災・減災に
ついて

みんなで考えよう

平成２8年
王寺町消防出初式表彰者

第1分団

第4分団

分団長

副分団長

島田　　学
米田　晴行

知事表彰

第１分団

第1分団

第２分団

第3分団

第5分団

第5分団

団員

団員

団員

団員

団員

団員

上田　駿介
米澤　晋也
米井　義浩
吉村　竜哉
船越　達也
船越　和也

団長表彰
第1分団 副分団長 前田　晴行
町村会長表彰

第1分団 部長 大西　一成
警察署長感謝状

第3分団 班長 植田　哲嗣
消防署長感謝状

第2分団 団員 森　　圭三
町長表彰

第2分団

第2分団

副分団長

副分団長

榎　　照仁
濱野　俊治

協会長表彰

第2分団

第2分団

部長

部長

辻　　秀樹
丹保　輝幸

支部長表彰

第1分団

第4分団

分団長

副分団長

島田　　学
米田　晴行

支部長永年勤続表彰



62016.2 王伸

　

昨
年
１２
月
２０
日（
日
）、王
寺
町
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
の

リ
ー
ベ
ル
ホ
ー
ル
で
歴
史
リ
レ
ー
講
座
「
大
和
の
古
都

は
じ
め
」
第
１５
回
を
開
催
し
、
県
内
外
か
ら
２
０
２
名

が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
師
は
奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所
長
の
菅
谷
文

則
氏
で
、「
天
智
天
皇
の
高
安
城
と
王
寺
」
を
テ
ー
マ
に
、

飛
鳥
時
代
、
亀
の
瀬
は
難
波
か
ら
大
和
へ
入
る
さ
い
の

重
要
な
防
衛
拠
点
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
高
安
城
が
築

か
れ
た
こ
と
、
さ
ら
に
高
安
城
は
奈
良
県
側
の
大
和
川

に
面
し
て
機
能
し
た
城
で
あ
っ
て
、
王
寺
町
の
と
こ
ろ

に
は
高
安
城
の
中
枢
施
設
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

お
話
し
さ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
１２
月
５
日（
土
）に
出
会
い
と
に
ぎ
わ
い
の
創
出
イ
ベ
ン
ト

『
り
ー
べ
る
ア
ラ
カ
ル
ト
〜
本
日
の
一
品
〜
王
寺
町
文
化
協
会 

新
舞

踊
ク
ラ
ブ
』
が
王
寺
町
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
･
イ
ベ
ン
ト
広
場
で
行

わ
れ
ま
し
た
。　

　

新
舞
踊
ク
ラ
ブ
の
松
若
流
と
和
楽
流
の
方
々
１３
組
が
、
歌
に
合
わ

せ
男
姿
や
女
姿
の
和
服
に
、
番
傘
や
扇
子
、
手
ぬ
ぐ
い
な
ど
の
小
道

具
を
使
い
感
情
た
っ
ぷ
り
に
舞
わ
れ
ま
し
た
。

　

観
客
の
中
に
は
、『
大
東
京
音
頭
』『
荒
城
の
月
』『
く
ん
ち
の
ぼ
せ
』

な
ど
の
曲
に
あ
わ
せ
、
身
体
で
リ
ズ
ム
を
と
る
な
ど
一
緒
に
踊
っ
て

い
る
か
の
よ
う
な
姿
の
方
も
見
受
け
ら
れ
、
会
場
は
溢
れ
ん
ば
か
り

の
新
舞
踊
フ
ァ
ン
約
１
５
０
名
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。

こ　　と

「大和の古都はじめ」第15回を開催！歴史リレー
講座

第17回　２月21日（日）13：30～15：00
　　　　 西山　厚氏（帝塚山大学教授）
　　　　　 「仏教の伝来と聖徳太子」
第18回　 ３月20日（日）13：30～15：00
　　　　 千田　稔氏（奈良県立図書情報館長）
　　　　　 「大和の古道」

第19回　4月17日（日）　万葉文化館　主任研究員　井上 さやか氏
　　　　　　　　　　　　『記紀万葉と聖徳太子』
第20回　5月15日（日）　唐招提寺　執事　石田 太一氏
　　　　　　　　　　　　『仏教伝来－「唐大和上　東征伝」を基に－』
第21回　6月19日（日）　東大寺別当　華厳宗管長　筒井 寛昭氏
　　　　　　　　　　　　『大和の文化と世界の繋がり』
第22回　7月17日（日）　大安寺　貫主　河野 良文氏　　　　　　
　　　　　　　　　　　　『平城京の寺院と僧侶』
第23回　8月21日（日）　奈良大学 文学部教授　上野 誠氏
　　　　　　　　　　　　『明神山３６０度「－大和の文学を語る－」』
第24回　9月１8日（日）　奈良大学 文学部教授　東野 治之氏　　
　　　　　　　　　　　　『片岡王寺と大原氏』

お問い合わせは、王寺町観光協会　☎33－6668
ホームページ　http://www.oji-kanko.jp/

≪お買物券プレゼント≫受付時に、りーべる王寺東館専門店で、当
日に限りご利用いただけるお買物券（200円）をプレゼントします。

平成２７年度下半期のラインナップ

平成２８年度上半期のラインナップ

定員270名　受講料　各回500円
当日12時30分から先着順で入場券配布・開場。

場所　地域交流センター　リーベルホール
 ● 定員を超えた場合、別室にてスクリーンによる視聴を行います。
　（人数に限りがあります。受講料各回500円）。
 ● 講座終了後、自由参加形式により町内の社寺への散策を予定しています。

１
５
０
人
を
魅
了
！

　

『
王
寺
町
文
化
協
会

　
　
　
　
　

新
舞
踊
ク
ラ
ブ
』
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音楽のある
まちづくり

▲熱心に指導するハルモのメンバー

▲ジュニアハンドベル・バンビーナ

「人」と「人」をつなぐ
音楽あふれるまちへ

王
寺
ジ
ュ
ニ
ア
バ
ン
ド・ハ
ル
モ

ジ
ュ
ニ
ア
合
唱
団
フ
ェ
ア
リ
ー
ベ
ル

ジ
ュ
ニ
ア
ハ
ン
ド
ベ
ル・バ
ン
ビ
ー
ナ

　

昨
年
１２
月
２３
日（
水
・
祝
）、王
寺
町
地
域

交
流
セ
ン
タ
ー
・
リ
ー
ベ
ル
ホ
ー
ル
で
白

鳳
短
期
大
学
と
の
共
催
イ
ベ
ン
ト『
ウ
イ
ン

タ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
』が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

保
育
士
や
幼
稚
園
教
諭
を
目
指
す
白
鳳

短
期
大
学
こ
ど
も
教
育
専
攻
の
学
生
と
卒

業
生
か
ら
な
る
コ
ー
ラ
ス
隊
〝
Ｃ
Ｏ
Ｒ
Ｏ 

ｆ
ｅ
ｎ
ｉ
ｃ
ｅ（
コ
ー
ロ
･
フ
ェ
ニ
ー
チ
ェ
）〞

に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
は
今
回
が
２
回
目
。

　

ピ
ア
ノ
ソ
ロ
で
始
ま
っ
た
コ
ン
サ
ー

ト
は
、
冬
の
歌
メ
ド
レ
ー
に
続
き
、
留
学

生
１５
名
が
和
服
姿
で
登
場
。見
事
な
日
本

舞
踊『
藤
の
花
』を
披
露
さ
れ
ま
し
た
。学

生
手
作
り
の
ペ
ー
プ
サ
ー
ト
（
大
型
し
か

け
え
ほ
ん
）『
だ
る
ま
さ
ん
が
』や
、
子
ど

も
た
ち
が
大
好
き
な
楽
し
い
ア
ニ
メ
ソ

ン
グ
メ
ド
レ
ー
に
は
雪
丸
も
登
場
。続
く

「
ボ
デ
ィ
ー
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
」
で
も
約
１

０
０
名
の
観
客
と
一
緒
に
手
拍
子
足
拍
子

で
リ
ズ
ム
を
取
る
な
ど
会
場
は
大
い
に
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

　

第
２
部
で
は
、学
生
２５
名
が
ク
リ
ス
マ
ス

カ
ラ
ー
の
赤
い
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
姿
で
ク
リ
ス

マ
ス
ソ
ン
グ
や
懐
か
し
の
名
曲
な
ど
を

次
々
に
披
露
。最
後
の
曲
、
嵐
の
『
ふ
る
さ

と
』
ま
で
元
気
な
歌
声
を
響
か
せ
ま
し
た
。

小
さ
な
お
子
さ
ん
か
ら
ご
年
配
の
方
々
ま

で
楽
し
め
る
内
容
で
、客
席
か
ら
は
大
き
な

拍
手
が
お
き
て
い
ま
し
た
。

　

昨
年
12
月
13
日（
日
）、
や
わ

ら
ぎ
会
館
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
で
、

ジ
ュ
ニ
ア
合
唱
団
フ
ェ
ア
リ
ー

ベ
ル
と
ジ
ュ
ニ
ア
ハ
ン
ド
ベ
ル
・

バ
ン
ビ
ー
ナ
に
よ
る
「
Ｓ
Ｈ
Ｉ

Ｗ
Ａ
Ｓ
Ｕ
コ
ン
サ
ー
ト
Ｖ
Ｏ
ｌ
．

13
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ク
リ
ス
マ
ス
曲
を
中
心
に
、

か
わ
い
い
歌
声
や
美
し
い
音
色

の
ハ
ン
ド
ベ
ル
演
奏
を
披
露
し
、

観
客
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　

昨
年
12
月
９
日（
水
）と
12
日

（
土
）、
王
寺
小
学
校
、
王
寺
南

小
学
校
、
や
わ
ら
ぎ
会
館
の
３

カ
所
で
、
王
寺
ジ
ュ
ニ
ア
バ
ン

ド
・
ハ
ル
モ
に
よ
る
楽
器
体
験

会
「
な
ら
し
て
み
よ
う
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、

メ
ン
バ
ー
の
熱
心
な
指
導
を
受

け
、
い
ろ
い
ろ
な
楽
器
を
体
験

し
て
い
ま
し
た
。

　

メ
ン
バ
ー
は
、
指
導
と
と
も

に
自
分
た
ち
の
演
奏
も
披
露
し

音
楽
の
楽
し
さ
を
伝
え
ま
し
た
。

白鳳短期大学とコラボ！！
『ウインターコンサート』開催

王
寺
町
音
楽
団
体
３
チ
ー
ム

年
の
瀬
も
熱
心
に
活
動
！

▲ジュニア合唱団フェアリーベル
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平
成
２８
年
王
寺
町
成
人
式 

開
催

▲恩師の方 か々らのメッセージに新成人も思わず頬がゆるみます

▲新成人から平井町長への質問コーナー
　王寺町のまちづくりについて町長から説明がありました

▲当日、会場に来られなかった先生方からは
　 ビデオレターでメッセージがありました

▲青山 彩帆里さんが新成人を代表
　して町長より記念品を受領しました

▲幼稚園、小・中学校時代の先生から
　新成人に向けてのスピーチ

▲村上 慎作久さんによる
　新成人代表スピーチ

▲小野 光梨さんによる
　ピアノ演奏で町歌を斉唱

▲当日の受付も新成人が担当

▲平井町長による式辞

▲司会をつとめた江波戸 隆さん

　

1
月
11
日（
月
）、王
寺
町
成
人
式
が
文
化
福
祉
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル

で
行
わ
れ
、1
7
1
名
の
新
成
人
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
年
も
、
新
成
人
が
企
画
・
運
営
に
参
加
す
る
ス
タ
イ
ル
で
、
多
く

の
新
成
人
た
ち
が
協
力
し
て
成
人
式
を
つ
く
り
あ
げ
ま
し
た
。

　

式
典
後
は
、
恩
師
先
生
か
ら
の
ス
ピ
ー
チ
や
ビ
デ
オ
レ
タ
ー
、
平
井

町
長
へ
の
質
問
な
ど
の
記
念
行
事
が
盛
大
に
催
さ
れ
ま
し
た
。



王伸 2016.29

90
人
の

　
合
唱
隊

王
寺
町
制
施
行

90
周
年
記
念
事
業

　

町
制
施
行
90
周
年
を
記
念
し
、
公
募
で

お
集
ま
り
い
た
だ
い
た
み
な
さ
ん
で
結
成

し
た
、
１
日
限
り
の
「
90
人
の
合
唱
隊
」

に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。

   〈
日　

時
〉

　

２
月
11
日
（
木
・
祝
）

　

14
時
開
演
（
30
分
前
開
場
予
定
）

      

〈
会　

場
〉

　

文
化
福
祉
セ
ン
タ
ー　

大
ホ
ー
ル

　

※
入
場
無
料
（
整
理
券
不
要
）

   〈
出　

演
〉

第
１
部

　

ジ
ュ
ニ
ア
合
唱
団
「
フ
ェ
ア
リ
ー
ベ
ル
」

　

文
化
協
会
コ
ー
ラ
ス
部
「
王
寺
エ
コ
ー
」

第
２
部

　
「
90
人
の
合
唱
隊
」

　

石
若
雅
弥
（
指
揮
）、吉
田
和
代
（
ピ
ア
ノ
）

▲最後には、もちまきが行われ、大いに盛りあがりました

▲友人たちと晴れやかな表情で記念撮影

成人式で撮影した記念写真を、当日に参加された新成人にお渡しします。
※引き渡し方法については、３月4日発行の「かわら版おうじ」でお知らせする予定です。

主催：王寺町教育委員会　お問い合わせ：やわらぎ会館　☎0745－31－5555

▲池田 満津子さん朗読による
　新成人へ向けた家族からの手紙
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ご予約・お問い合わせは、福祉介護課介護保険係（内線１３４）まで

認
知
症
無
料
相
談
窓
口
を

月
１
回
実
施
中
！！　

要
予
約
！

毎
月
第
３
火
曜
日　

１３
時
３０
分
〜
１６
時
００
分

や
わ
ら
ぎ
会
館
３
Ｆ （
偶
数
月
）

文
化
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
奇
数
月
）

　

認
知
症
の
方
と
そ
の
家
族
や
介
護

関
係
者
な
ど
、
介
護
に
関
す
る
こ
と

で
お
悩
み
の
方
、
積
極
的
に
窓
口
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

認
知
症
に
つ
い
て
の
知
識
や
予
防
、

受
診
に
関
す
る
相
談
も
あ
わ
せ
て
お

こ
な
っ
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
ハ
ー
ト
ラ
ン
ド
し
ぎ
さ

ん
認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー
の
専

門
ス
タ
ッ
フ
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

今
回
、
医
療
と
介
護
の
関
係

者
が
協
力
し
て
こ
の
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
た
こ
と
で
、
町
民
の

方
に
と
っ
て
、
医
療
と
介
護
の

ど
の
場
面
に
お
い
て
も
気
軽
に

相
談
で
き
る
存
在
が
あ
る
こ
と

を
知
っ
て
い
た
だ
く
機
会
に
な

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
が
、

医
療
と
介
護
の
関
係
者
に
と
っ

て
も
必
要
に
応
じ
て
迅
速
に
支

援
で
き
る
連
携
体
制
を
推
進
し

て
い
く
原
動
力
に
な
り
ま
し
た
。

　

多
く
の
方
が
参
加
さ
れ
、「
自

身
や
家
族
、
地
域
で
自
分
が
で

き
る
こ
と
を
考
え
る
良
い
機
会

に
な
っ
た
。」
と
の
声
を
沢
山
い

た
だ
き
ま
し
た
。

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
作
品

　

職
人
技
と
思
え
る
よ
う
な
ク

オ
リ
テ
ィ
の
高
い
作
品
を
じ
っ

く
り
見
よ
う
と
、
多
く
の
方
が

足
を
止
め
て
い
ま
し
た
。

薬
剤
師
に
よ
る

『
飲
み
忘
れ
防
止
対
策
』
の
掲
示

歯
科
衛
生
士
に
よ
る
健
口
体
操
と

看
護
師
に
よ
る

健
康
相
談
・
骨
密
度
測
定

Ｍ
Ｃ
Ｉ（
軽
度
認
知
障
害
）

っ
て
何
？

　

タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
を
使
っ
た
物

忘
れ
チ
ェ
ッ
ク
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

希
望
者
が
殺
到
し
ま
し
た
。Ｍ
Ｃ

Ｉ（
軽
度
認
知
障
害
）
を
早
期
に

診
断
し
治
療
す
る
こ
と
で
、
自

宅
で
の
生
活
を
続
け
る
こ
と
が

十
分
に
で
き
ま
す
。
今
回
は
、

ハ
ー
ト
ラ
ン
ド
し
ぎ
さ
ん
病
院

の
認
知
症
専
門
医
に
よ
る
相
談

コ
ー
ナ
ー
も
用
意
し
ま
し
た
。

認
知
症
予
防
体
操

　

上
映
前
に
は
、『
地
域
で
支

え
る
認
知
症
』
を
テ
ー
マ
に
、

認
知
症
の
方
を
地
域
で
見
か
け

た
と
き
に
、
自
分
自
身
何
が
で

き
る
の
か
を
会
場
の
み
な
さ
ん

と
一
緒
に
考

え
ま
し
た
。上

映
後
に
は
脳

が
よ
ろ
こ
ぶ

『
シ
ナ
プ
ソ
ロ

ジ
ー
』を
紹
介

し
、大
い
に
五

感
や
認
知
機

能
に
刺
激
を

与
え
ま
し
た
。

映
画
『
ペ
コ
ロ
ス
の
母
に

会
い
に
行
く
』
の
上
映

　

こ
の
映
画
は
、
原
作
者
岡
野

雄
一
氏
の
介
護
体
験
を
も
と
に

描
か
れ
た
エ
ッ
セ
イ
漫
画
が
映

画
化
さ
れ
た
も
の
で
、
認
知
症

の
母
の
介
護
を
通
し
て
「
介
護

す
る
者
」、「
さ
れ
る
者
」
の
両

者
を
前
向
き
な
気
持
ち
に
さ
せ

て
く
れ
る
映
画
で
す
。
な
お
、

み
な
さ
ん
に
は
、
エ
ッ
セ
イ
漫

画
の
原
画
展
で
も
お
楽
し
み
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

平
成
２７
年
１１
月
１４
日
（
土
）、
や
わ
ら
ぎ
会
館
４
Ｆ
フ
ロ
ア
で
、『
認
知
症
啓
発
講
座
』
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
映
画
『
ペ
コ
ロ
ス
の
母
に
会
い
に
行
く
』
の
上
映
と
原
作
者
岡
野
雄
一
氏
の
原
画
展

に
加
え
、
上
映
の
前
後
に
、『
地
域
で
支
え
る
認
知
症
』
の
講
話
、
認
知
症
予
防
体
操
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
物
忘
れ
チ
ェ
ッ
ク
や
認
知
症
専
門
医
に
よ
る
相
談
コ
ー
ナ
ー
、
町
内
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
利
用
者

の
作
品
展
、
福
祉
用
具
展
示
、
薬
剤
師
・
歯
科
衛
生
士
・
看
護
師
に
よ
る
相
談
や
体
験
コ
ー
ナ
ー
な
ど
盛
り
沢

山
な
企
画
の
中
で
、
町
内
の
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
ス
タ
ッ
フ
に
は
、
会
場
の
案
内
係
と
し
て
奮
闘
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

『
認
知
症
啓
発
講
座
』を
開
催
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お問い合わせは、政策推進課総合戦略係(内線２０３・２０５)

　

私
た
ち
が
毎
日
の
生
活
で
使
っ

て
流
し
て
い
る
生
活
排
水
が
、
川

を
汚
す
一
番
の
原
因
で
約
8
割
を

占
め
て
い
ま
す
。

　

も
し
、
コ
ッ
プ
一
杯
の
牛
乳
を
そ

の
ま
ま
川
に
流
し
た
ら
、
コ
イ
や

フ
ナ
が
住
め
る
よ
う
に
す
る
に
は
、

3
0
0
リ
ッ
ト
ル
の
浴
槽
で
10
杯

分
の
水
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

川
を
一
度
よ
ご
す
と
、
も
と
に
戻

す
の
は
、
並
大
抵
な
こ
と
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
家
庭
か
ら
の
汚
れ
た

生
活
排
水
は
、
台
所
以
外
に
も
入

浴
や
洗
濯
の
時
に
流
さ
れ
ま
す
。

　

川
を
汚
さ
な
い
た
め
に
次
の
よ

う
な
取
り
組
み
を
心
が
け
て
く
だ

さ
い
。

〈
台
所
で
は
…
〉

●
食
事
は
食
べ
き
れ
る
量
だ
け
作

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
食
器
の
油
汚
れ
な
ど
は
、
ふ
き

と
っ
て
か
ら
洗
い
ま
し
ょ
う
。

●
食
用
油
は
使
い
切
る
か
、
布
に

し
み
こ
ま
せ
た
り
し
て
、
流
さ

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
水
切
り
袋
を
使
用
し
、
ご
み
を

流
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

〈
お
風
呂
で
は
…
〉

●
シ
ャ
ン
プ
ー
・
リ
ン
ス
は
適
量

を
守
り
ま
し
ょ
う
。

●
髪
の
毛
な
ど
を
排
水
口
に
流
さ

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

〈
お
洗
濯
で
は
…
〉

●
洗
剤
は
適
量
を
計
っ
て
使
い
ま

し
ょ
う
。
入
れ
す
ぎ
て
も
洗
浄

力
は
よ
く
な
り
ま
せ
ん
。

　

汚
れ
た
生
活
排
水
を
減
ら
し
て

き
れ
い
な
川
を
取
り
戻
し
ま
し
ょ

う
。
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

　

他
の
も
の
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　

特
に
油
分
に
は
、
た
く
さ
ん
の

水
が
必
要
な
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。 

　

雨
量
が
少
な
い
冬
場
は
、
特
に

水
質
が
悪
化
し
ま
す
。
そ
の
た
め

奈
良
県
で
は
、
２
月
を
「
大
和
川

水
質
改
善
強
化
月
間
」
と
し
て
、

家
庭
か
ら
の
生
活
排
水
を
で
き
る

だ
け
き
れ
い
な
状
態
で
流
す
よ
う

呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　現在、国においては、直面する人口減少克服・地方創生という課題に取り組んでいます。
王寺町においても、将来にわたって活力ある社会を維持していくため、町の地域特性を踏まえた「総合戦略」
を平成２７年度中に策定します。その『王寺町総合戦略(案)』を説明し、その後、みなさんからご質問・ご意見
を伺います。みなさん、お気軽にご参加ください。

２月は
水質改善
強化月間
　　　　です

家から出る汚れ
( 生活排水 )
77.2%

大和川の汚濁原因内訳
（平成20年度データ）

自然から出る汚れ
3.1%

畜産から出る汚れ
8.7%

工場などから
出る汚れ
11.0%

牛　乳
200ml
↓
10杯

約15,000倍
の水

マヨネーズ
10㎖
↓
８杯

約240,000倍

てんぷら油
500㎖
↓

330杯
約198,000倍

しょう油
5㎖
↓
0.5杯
約30,000倍

おでんの汁
500㎖
↓
25杯

約15,000倍

みそ汁
200㎖
↓
4.7杯
約7,050倍

米のとぎ汁
2ℓ
↓
4.2杯
約630倍

コイやフナがすめるようになるために必要な水の量(浴槽１杯あたり３００L)

テーマ「王寺町人口ビジョン及び総合戦略」第 3 回

約７０名泉の広場公民館２階会議室Ｃ１９時３０分～２１時２月１８日(木) 
日　程 時　間 会　場 定　員

約6０名地域交流センター リーベルルーム
(りーべる王寺東館５階)１９時３０分～２１時２月１９日(金) 

約9０名文化福祉センター２階会議室１４時～１５時３０分２月２０日(土)

◎対　象＝王寺町在住者
◎費　用＝無　料
◎申込み＝不　要
◎託児所＝有　り
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美
し
ヶ
丘
の
南
端
の
住
宅
地
道

路
か
ら
山
道
に
入
っ
て
い
く
と
、

畠
田
古
墳
が
あ
り
ま
す
。

直
径
15
ｍ
の
円
墳

　

平
成
９
年
（
１
９
９
７
）、
公

園
と
し
て
整
備
す
る
た
め
に
発
掘

調
査
し
た
と
こ
ろ
、
畠
田
古
墳
は

直
径
15
ｍ
の
円
墳
で
、
全
長
５
・

９
ｍ
の
横
穴
式
石
室
を
も
っ
て
い

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

石
室
は
明
神
山
に
見
ら
れ
る
安

山
岩
を
使
っ
て
築
き
、
古
墳
は
明

神
山
か
ら
連
な
る
尾
根
の
南
斜
面

を
利
用
し
て
、
古
墳
の
後
ろ
側
の

斜
面
を
削
り
取
っ
て
半
円
形
の
溝

に
す
る
こ
と
で
つ
く
っ
て
い
ま
す
。

　

石
室
か
ら
は
須
恵
器
や
銅
の
芯

に
金
を
張
っ
た
金
環
（
イ
ヤ
リ
ン

グ
）、
鉄
釘
な
ど
が
出
土
し
、
須
恵

器
の
特
徴
か
ら
畠
田
古
墳
が
つ
く

ら
れ
た
の
は
７
世
紀
初
め
頃
で
あ

り
、
２
種
類
３
点
の
金
環
と
鉄
釘

が
出
土
し
た
の
は
、
埋
葬
さ
れ
て

い
た
の
が
２
体
で
、
遺
体
は
木
棺

に
お
さ
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
示

し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

石
室
に
神
像
の
壁
画

　

平
成
９
年
の
発
掘
調
査
で
は
、

畠
田
古
墳
の
石
室
に
「
壁
画
」
が

描
か
れ
て
い
る
こ
と
も
発
見
さ
れ

ま
し
た
。
た
だ
し
、
壁
画
と
い
っ

て
も
明
日
香
村
の
高
松
塚
古
墳
や

キ
ト
ラ
古
墳
の
も
の
と
は
違
い
、

古
墳
時
代
よ
り
も
ず
っ
と
後
の
時

代
に
描
か
れ
た
も
の
で
す
。

　

畠
田
古
墳
の
壁
画
は
、
石
室
の

西
側
の
壁
に
幅
23
㎝
、
高
さ
25
㎝

に
わ
た
っ
て
線
で
刻
ま
れ
た
も
の

で
、
柔
ら
か
な
表
情
の
顔
に
、
烏

帽
子
を
か
ぶ
っ
た
人
の
上
半
身
が

描
か
れ
て
い
ま
す
。

　

石
室
か
ら
は
奈
良
時
代
の
土
器

も
出
土
し
て
お
り
、
後
の
時
代
に

も
石
室
に
人
が
出
入
り
し
て
い
た

よ
う
で
す
。
お
そ
ら
く
、
こ
の
壁

画
は
鎌
倉
時
代
か
ら
江
戸
時
代
頃

に
描
か
れ
た
の
で
し
ょ
う
。

　

烏
帽
子
を
か
ぶ
る
そ
の
人
は
、

神
様
を
表
現
し
た
神
像
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
、「
壁
画
」
は
古
墳
の

石
室
に
出
入
り
し
て
い
た
昔
の
人

が
、
何
ら
か
の
願
い
を
込
め
て
描

い
た
も
の
だ
と
想
像
さ
れ
ま
す
。

こ
ん
な
に
も
か
わ
い
ら
し
い
神
像

を
描
く
願
い
と
は
、
い
っ
た
い
ど

の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
で
し
ょ

う
か
。

　

畠
田
古
墳
で
は
、
石
室
を
自
由

に
見
学
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ぜ
ひ
一
度
訪
れ
て
「
壁
画
」
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

▲ 石室に描かれた神像

謎
の“

壁
画”

を
も
つ
古
墳

〜
畠
田
古
墳
石
室
の
神
像
〜

第33回

   思いつくまま、
歴史の旅

え
ん  

ぷ
ん

あ
ん

ざ
ん  

が
ん

す
　 

え
　 

き

き
ん 

か
ん

も
っ 

か
ん

へ
き
　
が

ぼ
　 

し

え

し
ん
　ぞ
う

▲ 発掘調査中の畠田古墳

明神山参道

明神４丁目

香芝市

太子３丁目

畠田古墳

美しヶ丘
集会所

カンゴ上池
カンゴ下池 畠田公園

明神四丁目
バス停

至 健民運動場

至 

国
道
一
六
八
号

鳥居

畠田古墳へは、王寺駅から奈良交通バス「明神一丁目」行き、または「明神四丁目」行き
に乗車、「明神四丁目」バス停にて降車して南へ約 600ｍ
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●火・水・木・金曜日

印は休館日です

9:30～19:00
●土・日曜日・祝日 9:00～17:00

図書館ホームページアドレス
http://www.library.oji.nara.jp/

http://www.library.oji.nara.jp/i/ihome.html

TEL:0745-73-3398
FAX:0745-31-5123

3月

2

9

16

23

30

3

10

17

24

31

5

12

19

26

6

13

20

27

火 水 木 金 土日 月

4

11

18

25

1

8

15

 22

29

7

14

 21

28

2月

3

10

17

24

4

11

18

25

6

13

20

27

7

14

21

28

火 水 木 金 土日 月

5

12

19

26

2

9

16

23

1

8

15

 22

29

開館時間

お問い合わせ

携帯版

小説・エッセイ 趣味・実用書 歴史・社会・その他

え　ほ　ん ものがたり ち　し　き

おすすめ新着図書（12月末現在）

　会社、家族、お金。ど
うにもうまくいかない
人生を送る男３人。そ
れでも彼らには立ち戻
れる日々があった。鋭
い人間観察から描か
れる、今を生きる男の
バイブル的小説。

　自分で本を手づくり
してみませんか? 基本
テクニックでつくること
ができる一折中綴じ本
や、文庫本の改装、アル
バムなどのつくり方を
写真で紹介します。本

づくりのテクニックでつくれる小物、本づ
くりの基礎も掲載。

『言い訳だらけの人生』 
　　　　　　　　     　平安寿子：著

『ゆきだるまうさぎ』
　　　　 　  　　　えがしらみちこ：絵

『シェアハウスかざみどり』 名取佐和子：著

『罪人よやすらかに眠れ』 石持浅海：著

『ブルーアウト』 鈴木光司：著

『モナドの領域』 筒井康隆：著

『消滅世界』 村田沙耶香：著

『関羽を斬った男』 吉川永青：著

『この素晴らしき世界！？』 中野翠：著

『冬の物語』 イサク・ディネセン：著

『はじめて手でつくる本』
　　　　　　　　　   　 　 ヨンネ：著

　とれたばかりの
魚を詰めたブリキカ
ンを担いで、集団で
列車に乗る行商人

「カンカン部隊」。かつ
てカンカン部隊だっ
た女たちを鳥取に
訪ね、また、近鉄に
残る「鮮魚列車」をいまも利用する伊
勢の行商人たちを追った民俗誌。

『行商列車』 
　　　　　　　　　　　 山本志乃：著

『千四百年の封印 聖徳太子の謎に迫る』
　　　　　　 　　  やすいゆたか：著

『山の名前っておもしろい！』
　　　　　　 　　　 大武美緒子：著

『面白くて眠れなくなる人類進化』
　　　　　　 　　　　 左巻健男：著

『職人男子 伝統に生きる僕たち』
　　　　　　 　 職人男子編集部：編

　小学５年生の蓮人
は、お父さんの故郷の
九州へ引越した。そこ
で出会ったのは、認知
症のおじいさんと、町
中に色濃く残された、
戦争の傷跡だった…。
戦争と家族のきずな
をめぐる、やさしい物語。

　極寒、高温、乾燥、高
圧、深海…。人間が暮
らすことのできない極
限の世界を生き抜く生
き物たち。なぜそのよう
な厳しい環境の中で
生きているのか、ほか
の生き物とどんなとこ
ろが違うのか。極限生物の生態や能力に迫る。

　かぜをひいて高
い熱がでたあっちゃ
ん。氷を探しに冷凍
庫の扉をあけたら、
ゆきだるまのうさぎが
飛び出してきて…。目
をとじると、会いた
かったひとに会える。
そんな心の奥の想いを描いた絵本。

『ガラスのベーゴマ』　　
 　　　　 　　　　   　槿なほ：作

『極限の世界にすむ生き物たち』　　　　　
　　　　　　　 　　  長沼毅：監修

『「世界一速い会社」の秘密』
　　　　　　　　　    竹田正俊：著

『プラス３分ですてきな朝食アイデア帳』
　　　　　  　　　　 小山浩子：著

『なっとく！のヘアカラー＆ヘナ＆
  美容室選び』　  　　森田要：他著

『仕事で大差をつける国語力の磨き方』
　　　　　  　  　　  小杉拓也：著

雪・氷の不思議

夜食レシピ

経済はおもしろい！

大人になったら何になる？

図書館 『今月の特集』 コーナー図書館 『今月の特集』 コーナー

図書館の
イベント にこにこ(3歳以上向け)

2月 21日（日）14：00～

ヨムヨム(4歳以上向け)
2月 14日（日）14：00～

きらきら(6歳以上向け)
2月28日（日）14：00～

おはなしふれあいタイム
2月 13日（土）14：00～

読み聞かせ

イベント

　１月９日小学４年生～６年生を対象とし
た百人一首大会を開催しました。
　いつもとは違う畳の部屋で日本の伝統
遊びを楽しみました。

「新春百人一首大会」を開催！
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な
が

い
の
ち

お
ん 

ど
る

な
な 

た
び 

さ
る

た
つ  

き

王
寺
町
文
化
協
会

川
柳
・
短
歌
・
俳
句
部
会

芝
池
小
夜
子

永
ら
え
て
七
度
申
年
迎
え
た
り
認
知
症
恐
る
る
日
々
の
生
活
や

盛
一　
　

環

子
等
の
居
る
家
の
飾
り
は
華
や
ぎ
て
灯
影
な
き
道
明
る
く
照
ら
す

今
西　

幹
二

鹿
寄
せ
の
ホ
ル
ン
を
了
へ
ば
飛
火
野
は
日
の
当
た
り
ゐ
る
寂
か
な
枯
野

阿
南　

英
利

温
突
と
ふ
床
暖
房
の
お
陰
に
て
凍
て
付
く
満
州
の
冬
を
凌
ぎ
き

太
平
美
津
子

か
ぎ
ろ
い
の
し
ば
し
を
三
輪
山
高
見
山
山
上
ヶ
岳
黒
く
連
な
る

塩
川　

雄
三

願
ひ
事
あ
れ
こ
れ
言
は
ず
初
詣

長
谷
川
紀
美
子

踏
み
台
を
し
て
神
棚
へ
雑
煮
餅

宮
村　
　

操

初
暦
子
猿
の
仕
種
魔
除
け
猿

本
多
紀
代
子

誰
に
で
も
人
生
は
あ
り
年
明
く
る

五
十
嵐
廣
子

我
が
余
生
幸
多
か
れ
と
初
み
く
じ

森
川　
　

翠

寒
牡
丹
色
落
ち
つ
つ
も
立
ち
て
咲
く

　

寺
川　

幸
子

初
み
く
じ
う
ふ
ふ
と
笑
ひ
結
び
け
り

宮
町
よ
り
子

約
束
を
勘
違
い
し
た
カ
レ
ン
ダ
ー

小
林　

和
幸

人
恋
し
オ
レ
オ
レ
詐
欺
と
長
電
話

大
西　

博
子

重
病
も
嘘
に
塗
ら
れ
て
軽
く
な
る

木
嶋　

盛
隆

究
極
の
未
知
な
る
も
の
は
あ
な
た
で
す

秋
山
喜
太
郎

わ
た
し
よ
り
病
に
味
方
す
る
主
治
医

胡
内　

敏
雄

限
ら
れ
た
生
命
で
好
き
な
笛
を
吹
く

　

西
川　

國
治

秘
め
た
過
去
飲
ま
せ
上
手
に
つ
い
洩
ら
す

清 掃 分 庁 舎 tel 73-2518 fax 73-2518
泉の広場公民館 tel 73-1162 fax 40-0744

王 寺 ア リ ー ナ
文化福祉センター
老人憩いの家片岡の家

tel 72-1033 fax 72-1033
tel 32-5201 fax 73-6333
tel 72-6602 fax 72-6602

や わ ら ぎ 会 館
図  書  館  シルバー人材センター

tel 31-5555 fax 72-9588
教育委員会事務局 tel 72-1031 fax 72-9588

tel 73-3398 fax 31-5123 tel 72-1018 fax 72-1016
お知らせコーナー

や
食
堂
の
テ
ー
ブ
ル
で
勉
強

す
る
の
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

そ
し
て
、
親
が
家
事
を
し
な

が
ら
気
配
り
し
、
思
い
や
り

を
も
っ
て
遠
慮
が
ち
に
、

そ
っ
と
助
け
て
や
る
と
、
温

か
い
人
間
関
係
も
育
ち
ま
す
。

　

高
校
、
大
学
受
験
に
は
必

要
で
し
ょ
う
が
、
父
親
の
書

斎
を
貸
す
な
ど
、
子
供
部
屋

の
所
有
権
を
与
え
な
い
の
も

い
い
で
し
ょ
う
。
子
供
部
屋

を
作
る
場
合
は
、
な
る
べ
く

親
の
目
が
届
く
構
造
に
し
た

い
も
の
で
す
。
そ
し
て
、
子

供
部
屋
の
使
い
方
、
管
理
の

仕
方
な
ど
子
供
と
よ
く
話

し
合
っ
て
決
め
ま
し
ょ
う
。

例
え
ば
、

 

・ 

家
族
の
話
し
合
い
の
時
間
と

　

場
を
作
る
。

 

・ 

お
や
つ
、
食
事
は
持
ち
込
ま

　

な
い
。

 

・ 

掃
除
、
整
理
整
頓
な
ど
親
の

　

指
導
の
も
と
自
分
で
で
き
る

　

よ
う
に
す
る
。

 

・ 

食
事
、
風
呂
な
ど
家
族
と
の

　

時
間
を
守
り
、
家
族
の
団
ら

　

ん
を
大
切
に
す
る
。・・・・・・

な
ど

　

子
供
の
成
長
と
と
も
に
、

子
供
部
屋
を
用
意
す
る
よ

う
に
な
っ
た
の
は
、
欧
米
の

影
響
で
し
た
が
、
今
で
は
日

本
は
世
界
一
と
言
わ
れ
る
ほ

ど
、
ほ
と
ん
ど
の
家
庭
に
子

供
部
屋
が
あ
る
よ
う
で
す
。

夫
婦
の
生
活
と
子
供
た
ち
の

生
活
を
区
別
す
る
た
め
で
も

あ
り
ま
す
が
、
わ
が
子
と
自

分
た
ち
と
は
別
個
の
独
立
し

た
人
格
と
認
め
て
、
わ
が
子

の
自
立
心
を
育
て
る
と
と
も

に
、
良
い
環
境
を
与
え
て
勉

強
し
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い

が
込
め
ら
れ
て
い
る
の
で

し
ょ
う
。

　

子
供
部
屋
に
、机
、ベ
ッ
ド
、

エ
ア
コ
ン
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ

カ
セ
、
ス
テ
レ
オ
、
電
話
、

パ
ソ
コ
ン
、
部
屋
の
掃
除
は

親
が
し
て
く
れ
る
と
あ
っ
て

は
、
ま
る
で
居
心
地
の
良
い

ホ
テ
ル
住
ま
い
の
よ
う
で
、

部
屋
か
ら
出
た
く
な
く
な

り
ま
す
。
こ
れ
で
は
、
家
族

の
だ
ん
ら
ん
の
場
が
な
く
な

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

与
え
過
ぎ
、
与
え
っ
ぱ
な
し

で
は
何
事
も
逆
効
果
に
な
り

か
ね
ま
せ
ん
。

　

小
学
校
低
学
年
、
中
学
年

ま
で
は
子
供
部
屋
の
必
要
は

な
い
で
し
ょ
う
。
母
親
が
仕

事
を
し
て
い
る
そ
ば
の
居
間

　王寺 町十二月は
「Hands-on すこやか
親子21」第 2 次王寺
町母子保健計画で立
ち上がった、住民メン
バー主体のボランティ
アグループの１つです。

「
王
寺
町
十
二
月
」の

『
子
供
部
屋
に
つ
い
て
』

コ
ラ
ム

子
育
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

お
う     

じ    

ま
ち 

じ
ゅ
う  

に    

つ
き
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お問い合わせは、地域交流課 観光振興係　☎３３－６６６８

日常会話に使える楽しいスタンプいっぱい！
ご家族・友人で、お楽しみください！

王 寺 町 役 場
上 下 水 道 課

tel 73-2001 fax 32-6447
tel 73-2568 fax 32-0620

地域交流センター
保 健 セ ン タ ー
中 央 公 民 館

tel 33-3000 fax 33-3001
tel 33-5000 fax 33-5001
tel 32-0261 fax 31-3555

お知らせ
コーナー

また、役場窓口をはじめ、町内公共施設にも募金箱を設置
しております。みなさん、ご協力をお願いします。

（平成27年12月末現在）

現在の寄付金額

￥7,363,614

達磨寺方丈修復プロジェクト
ご寄付ありがとうございます!

2月の税金・保険料を
お忘れなく!

 納期限【2月29日（月）】

※納付は便利な口座振替もご利用下さい。

王寺町善意銀行  
ご寄附いただきありがとうございました

善意のご寄附

【社会福祉協議会へ】

寄せられた寄附は、地域福祉事業に
有効に活用いたします。

◎上山孝子様 から
　 　・・・・・・・・・・・・・・5,000円
◎カラオケ喫茶「信号の前」様 から
　 　・・・・・・・・・・・・・・3,347円
◎匿名　 　  ・・・・・・・・・・・・9,038円

・国民健康保険税（8期）

・介護保険料（8期）

・固定資産税・都市計画税（4期）

全部で40種類
１セット１２０円（コイン５０枚）・ＬＩＮＥスタンプショップで好評発売中！

【購入方法】
　　　１．ＬＩＮＥスタンプショップで『雪丸』と検索
　　　２．「クリエイターズ」のタブをタッチ
　　　３．雪丸のスタンプを選択して購入

※ＬＩＮＥスタンプを購入し、使用する際はＬＩＮＥアカウントが必要です。

・後期高齢者医療保険料（8期）

　多年にわたり、住民自治組織の代表者として地域住民の発展、福祉の向上に努められ、
自治行政の円滑な推進に尽くされたとして表彰を受けられました。

受章おめでとうございます

◎奈良県知事表彰
　𠮷田　進亮 氏 （本町1丁目）張井自治会長　　石川　良一 氏 （本町4丁目）桃山自治会長
◎奈良県自治連合会長表彰
　𠮷村　仁雄 氏 （元町1丁目）大峯自治会長　   寺田　善紀 氏 （久度2丁目）小松自治会長
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成
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8
年
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5日（

金
）

　明神山を照らす初日の出の様子
です。
　当日は、明神山山頂に多くの人が
集まりました。
　山頂のみなさんは、２０１６年の
幕開けを告げるその美しいご来光
に見入っていました。
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王寺町公式サイト http://www.town.oji.nara.jp/
eメール yawaragi@town.oji.nara.jp

この用紙は再生紙を使用しています。
環境負荷が少ない植物油インキを使用しています

〒
636-8511 

奈
良
県
北
城
郡
王
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町
王
寺
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目
1ー
23 

tel 0745ー
73ー

2001  fax 0745ー
32ー

6447
■
 王
寺
町
役
場
 

王
寺
町
役
場

■今月の表紙

のうごき 平成27年12月31日現在（前月比）
人口 23,480人（ー1） 男 11,147人（ー8） 女 12,333人（+7） 世帯数 9,901世帯（+1）

　こんにちは！王伸担当のコウちゃんです。
　さて、２月です。真冬の寒さが続く今日この頃、みなさんはいかがお過ごしで
しょうか？
　コウちゃんは、夜家に帰ってから、次の日家を出るまで、ずっとコタツの中で
過ごしております（笑）。コタツで寝るのはカラダに良くないらしいのですが、気
持ちいいので、ついついコタツで寝てしまいがちです。しかし、つい先日コタツ
の温度設定を間違えて「強」にしたまま寝てしまい、灼熱の砂漠をさまよう夢
を見てしまいました（笑）。
　みなさんは、コタツの中で寝たりせず、ちゃんと布団の中で寝て、風邪など
ひかぬようご自愛くださいね。
　春まで、あと一歩！楽しく明るく冬を乗り切りましょう！

想真ちゃん（10か月）
そう　ま

悠斗ちゃん（3歳）
ゆう　と

▲

兄弟仲良く元気に育ってね！

美優花ちゃん（10か月）
み　  ゆ　 か
▲

笑顔いっぱい
優しい女の子に育ってね♡

朱理ちゃん（10か月）
じゅ　り
▲

すくすく元気に育ってね☆

千智ちゃん（10か月）
ち　さと

皓大ちゃん（3歳）
こう　た

▲

兄妹仲良く育ってね。
２人とも大好きだよ

菜愛ちゃん（11か月）
な　 な

捷ちゃん（4歳）
しょう

▲

いつまでも２人仲良く
元気に成長してね

結加ちゃん（10か月）
ゆう　か
▲

明るく☆たくましく☆
元気に育ってね♡

澪ちゃん（11か月）
みお
▲

笑顔いっぱい元気に育ってね♡

悠杜ちゃん（10か月）
ゆう　と
▲

うまれてきてくれて、幸せを、
ありがとう♡

菜心ちゃん（10か月）
なな　み
▲

ななちゃんの笑顔が
だいすきだよ～♡

進吾・恵吾ちゃん（10か月）
しん　ご けい　ご

陸翔ちゃん（5歳）
りく　と

▲

二人で仲良く元気に育ってね

結羽ちゃん（10か月）
ゆい　は

琴羽ちゃん（3歳）
こと　は

▲

元気に大きくなってね

朝日ちゃん（11か月）
あさ　ひ
▲

生まれてきてくれて、
本当にありがとう☆

遥愛ちゃん（10か月）
の　 あ
▲

遥愛の笑顔にいつも
支え助けられてるよ♡

椿ちゃん（11か月）
つばき
▲

幸せをいっぱいありがとう♡
元気に育ってね

葵ちゃん（10か月）
あおい

未愛ちゃん（6歳）
み　 あ

▲

のびのび育ってね♪
パパとママの宝物♡

広
報王
伸


